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はじめに 

 
この私家版「社会的情報システム論集」は、私、藤本が、メモレ

ックス・テレックス時代から作新学院⼤学での教員時代を通じて、
様々な媒体に書いてきたものをまとめたものです。 

時期的には、都⽴⼤学の⼤学院で修⼠課程をおえて、復職した時
からはじまります。最初の⼤事件はインターネットとの遭遇です。
そして、2007 年までに書いたものを並べてありますが、この時期
は、住基ネットが稼働し、ネット上の⾃分とはなにか、ということ
が議論されていました。 

2020 年 3 ⽉に、作新学院⼤学を定年退職した時に、同時に研究
室を閉室しました。その時は、もう、この分野を振り返ることもな
いだろうと、集めた⽂献・資料のほとんどを、同僚、後輩にひきと
っていただき、誰も使わないだろうというもの（⼤量にありました..）
は施設課の⼿を煩わせて廃棄処分いたしました。 

2015年に『対応分析⼊⾨』という翻訳本を刊⾏してから、⾃分の
研究領域としては、社会調査法、統計学、を選んだつもりでした。
科研費も採択されましたので、定年退職後は、その分野で成果をだ
そう、という決意とセットになった「廃棄」「譲渡」でした。 

ところが、定年退職後に国⽴情報通信研究機構（NICT）でデー
タ分析のお⼿伝いをするようになり、さらに、情報倫理に関する科
研のメンバーに参加させていたいたり、また、情報セキュリティ関
連の研究に参加させていただいたりするようになりました。私の役
割は、データの分析なのですが、それを適⽤する場は、ITや情報セ
キュリティであったのです。 
これは、考えてみれば当然でした。2015年以降は「対応分析」と

いう分析⼿法の研究を中⼼にやってきたとはいえ、その分析⼿法を
適⽤するのは、具体的な社会です。その具体的な場として、会社員
時代からかかわってきた IT、情報セキュリティが無関係なわけが
ありません。 
こうした経緯もあり、内容的には⼼許ないものであるということ

ではあるのですが、どんなことを考えてきたのかをまとめて「論集」
にして読んでいただくことをしようとこの論集を私家版として製
本することした次第です。 



エンジニアとして会社員を１０年勤めたあとで、⼤学院にいき、
そこで、ブラウザ登場以前のインターネットに触れ、そのあと、ブ
ラウザ・インターネットに遭遇する、という⼤変⾰の時期を、情報
システムを構築する側で経験させてもらいました。そのころに書い
たものなど、読み返しますと、当時のドキドキ、ワクワクが蘇って
きます。 
そんなこんなをまとめてみました。忌憚のないご意⾒、いただけ

れば幸いです。 
 
 なお、勤務先であった、メモレックス・テレックスの先輩、同僚
の皆さん、また作新学院⼤学で「情報基礎論」「情報システム論」を
受講した学⽣の皆さん、津⽥塾⼤学の「情報と社会」「情報と職業」
「情報社会と情報倫理」を受講してくれた学⽣のみなさんとの出会
いなしには、これらの論⽂は書けませんでした。いまさらではあり
ますが、記して感謝いたします。ありがとうございました。 
 

2025年 12⽉  
 

藤本⼀男 
kazuo.fujimoto2007@gmail.com 

https://419kfj.sakura.ne.jp/db/ 
 
  



 
社会的情報システム論 

ネットを内包した社会 
 

 ここにまとめた 12 編の論⽂は、作新学院⼤学に勤務していた初
期の段階（2002年〜）で執筆したものです。「2000 問題」も⼀段落
して、情報システムのセキュリティが全国的なテーマになっていま
した。 
 ブラウザ・インターネットの誕⽣（1993 Mosaic,1995 Windwos95）
から 10 年近くがたち、ネットが完全に社会の⼀部になってきまし
た。そのころの雰囲気は、情報系の研究者は、サイバースペースを
つくっているのは⾃分たちだ、と考え、社会学の研究者は、ネット
を内包した社会をどう考えていけるだろうか、と考えていたと思い
ます。そんな時期に書いたものです。 
 この時期は、弁護⼠の牧野⼆郎先⽣が主宰する DDTF（電⼦署
名・電⼦認証シンポジウム実⾏委員会）にも参加させていただいて
いた時期でもあります。 
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インターネット黎明期 

ネットに遭遇した組織 
 
世間で「インターネット黎明期」というと、WIDEプロジェクト

のみなさんの活動などが想起されると思いますが、ここに集めたも
のは、企業システムの中でインターネットとの遭遇はどのように⾒
えていたのかを書いたものです。 
 教育休職を取得して⼤学院で社会学を学んできたのは、1990 年
から 1992 年。社内では、NetWare による社内システムの「⾰命」
が進⾏し、ビジネス⾯でも、これからは IPX/SPX の時代だ！とい
う空気が溢れておりました。 
 そこに、⼤学でインターネットに触れてきた私が、これからは、
TCP/IP の時代なのではないですか、というと、あれは 80 年代の
プロトコルだと⾔われる始末。インターネット技術の企業内展開は
⾯⽩くないですか、と提案すると、あれば学者のおもちゃだ、とも
⾔われてしまっうこともありました。 
 その後、ブラウザ・インターネットが登場、普及することでその
空気は⼀変するのですが、そうなる前に私が⽶国のエンジニアの同
僚と実験していたのが、IBM の VM/CMS の VMnote（メール）を、
インターネットに接続するということでした。⽶国MEMOREX で
も、インターネットってなんだ！をあれこれ調べているエンジニア
はいたわけで、そんな⼈たちとこの VM/CMS のメッセージ機能を
つかって、実験をしてました。これは⾯⽩かったです[13]。 
 また、NetWare LAN で cc:Mail というメールシステムが稼働し
ていましたが、導⼊当初は、「社内電話」でしかなかったわけです。
しかし、業界は Lotus Notesがインターネット対応を宣⾔をしたり、
インターネット対応が当たり前の動きになってきました。 
 そうして、メールも社内のみならず、社外、それも、世界中とつ
ながっていきます[16]。今では当たり前の光景ですが、これもわく
わくドキドキする光景でした。 
 このこと、雑誌の記事で、IBM のメインフレーム（⼤型コンピュ
ータ）を TCP/IP の環境に繋ぐためのあれこれを書いたりしており
ます。 
 更には、そうした社内ネットワーク化が進⾏すれば、⼈的リソー
スの管理が重要になると考えて、x.509、LDAP、といったディレク



トリサービスについての記事を書いたりもしておりました。⽇経
BP のサイトなどで読めると思います。 
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IT 社会の自治体と住民、PKI 

ネットを介してさぐる信頼 
 

ここに収録したものは、2005年の住基ネット稼働を前後して、
ネット上で「⾃分」というものはどのように確認されるのかを考
察したものです。 
 先に［4]〜［7］で情報システムと⼈の問題を検討しています
が、それを踏まえて、情報システムを介在させた⾃治体と住⺠の
関係について考察しています。技術的なコアは、PKI（公開鍵暗号
⽅式）です。 
 なお、このセクションについては、掲載誌が「縦書き/右開き」
になっていたため、後ろからのページ割り付けになっているこ
と、ご了承ください。 
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